
化学物質総合評価管理プログラム

政策目標

共通基盤

リスク評価の実
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技術シーズの発掘

暴露評価手法の

化審法やＰＲＴＲ法への対象物質の追加／各種活動への評価手法の導入等

有害性評価手法等の国際標準化の推進
リスクコミュニケーションセンターの設置等による知見の共有促進

リスク評価分野に能力を有する人材の育成

データベースの構築化学物質総合リスク評価管理システムの開発

施／科学的知見
の蓄積に基づくリスク評価の改善

リスク評価手法の確立

リスク評価手法の開発

高精度・簡易ハザード評価手法／物性予測システムの開発

有害性情報・暴露情報の整備、分解性・蓄積性のデータ取得

的技術開発の実施

重点分野での実用化開発

共通基盤的技術の実用化開発

技術シーズの発掘

対象技術の
重点化

成果活用

有害化学物質リスク削減基盤技術開発(～２００８)
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